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HIGASHINARUSE

症
予
防
事
業
、
ひ
と
り
親
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
事
業
、
成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
の
各

分
野
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行

わ
れ
、
盛
況
の
も
と
に
終
了
し
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
起
業
人

　

４
月
１
日
に
、
新
た
に
３
社
と
地
域

活
性
化
起
業
人
制
度
に
よ
る
協
定
書
を

取
り
交
わ
し
、
１
社
で
は
、
秋
田
栗
駒

リ
ゾ
ー
ト
の
経
営
状
況
の
分
析
と
経
営

戦
略
策
定
に
向
け
た
業
務
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
残
り
２
社
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
地
域
活
性
化
の

核
と
な
る
施
設
群
全
体
の
戦
略
策
定
、

新
た
な
お
土
産
品
、
特
産
品
の
開
発
に

向
け
た
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
計
画

　
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
や
本
村
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
調
査
す
る
た
め
、
５

月
に
環
境
省
の
事
業
を
受
託
し
た
一
般
社

団
法
人
地
域
循
環
共
生
社
会
連
携
協
会
へ

事
業
採
択
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
採
択

後
に
新
た
な
村
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

前
年
比

７
７
２
万
４
０
０
０
円
の
増

６月定例会議　行政報告

ふ
る
さ
と
納
税

　
令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
３

７
０
１
件
、
２
８
２
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
に
比
べ
、
件
数
で
１
２

２
８
件
、
金
額
で
７
７
２
万
４
０
０
０
円

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
返
礼

品
の
充
実
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
拡
大
な

ど
に
よ
り
、
納
税
額
の
増
加
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
29
日
に
内
閣
府
よ
り
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
地
域
再
生
計

画
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

村
が
実
施
す
る
地
方
創
生
事
業
に
対
し
、

企
業
か
ら
の
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　
令
和
５
年
度
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
及
び
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
交
付
金
の
対
象
事
業
は
、
年
度
末
を

も
っ
て
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
関
連

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
４
月
か
ら

現
在
ま
で
新
た
に
16
名
が
着
任
し
、
総
勢

73
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
去
る
５
月
19
日
、
農
村
公
園
じ
ょ
う
か

に
お
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
呼

び
か
け
で
結
成
さ
れ
た
「
丸
太
組
」
に
よ

る
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
マ
ル

シ
ェ
は
10
月
ま
で
月
１
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

秋
田
栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

　
秋
田
栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社
の
令
和

５
年
度
の
決
算
が
単
年
収
支
で
９
６
４
万

円
程
度
の
赤
字
に
な
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。

　
主
な
要
因
と
し
て
、
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
は

従
業
員
不
足
に
よ
り
４
月
か
ら
11
月
の
間
、

営
業
規
模
を
縮
小
し
た
こ
と
。
栗
駒
山
荘

は
６
月
末
で
旅
行
支
援
が
終
了
し
た
こ
と

や
大
規
模
改
修
工
事
に
よ
り
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
客
室
の
全
室
稼
働
は
７
月
末
か
ら
と

な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
９
月
の
高
温
に
よ

り
紅
葉
の
ピ
ー
ク
が
遅
れ
た
こ
と
、
10
月

下
旬
に
は
降
雪
も
あ
り
、
同
月
の
来
館
者

が
前
年
比
で
約
３
，
７
０
０
人
減
と
な
る

な
ど
、
繁
忙
期
に
思
う
よ
う
に
客
足
が
伸

び
な
か
っ
た
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
、
ス
キ
ー
場
に
関
し
て
は
前

年
を
上
回
る
売
上
を
計
上
し
た
も
の
の
、

最
終
的
に
は
、
全
体
で
赤
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

先
導
的
官
民
連
携
支
援
事
業

　
次
期
東
成
瀬
村
総
合
計
画
策
定
に
向
け

て
、
今
後
の
本
村
の
地
域
公
共
交
通
拠
点

及
び
生
活
・
産
業
の
拠
点
と
し
て
新
た
な

複
合
施
設
整
備
を
検
討
す
る
基
本
構
想
に

つ
い
て
、
今
年
度
、
国
の
先
導
的
官
民
連

携
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
、
事
業

実
証
性
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。
想

定
し
て
い
る
施
設
は
、
商
業
、
金
融
、
子

育
て
支
援
機
能
と
、
宿
泊
、
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
ー
ス
を
有
し
、
同
時
に
村
の
交
通
結
節

機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
と
し
て
お
り
ま

す
。
調
査
内
容
は
、
主
に
事
業
計
画
、
事

業
ス
キ
ー
ム
な
ど
の
基
本
的
な
調
査
を
行

う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

東
成
瀬
テ
ッ
ク
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

　
５
月
29
日
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
る

ん
に
お
い
て
第
６
回
成
果
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
成
果
報
告
会
で
は
、
各
領
域
ご
と
の
活

動
状
況
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
３
名
の
ゲ

ス
ト
に
よ
る
高
齢
者
の
体
力
維
持
・
認
知

の
交
付
申
請
の
際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
を
使
用
し
て
申
請

書
を
作
成
で
き
る
機
器
を
２
台
導
入
す
る

た
め
、
機
器
購
入
の
発
注
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
８
月
中
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま

す
。介

護
予
防
移
送
支
援
事
業

　
65
歳
以
上
で
特
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

高
齢
者
や
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
通
院
と
買
い
物

を
中
心
と
し
た
移
送
支
援
事
業
を
本
格
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
既
に
応
募
が
あ
っ
た
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
17
名
の
協
力
を
得
て
、
利
用
者
19
名
の

希
望
日
に
合
わ
せ
専
用
の
ワ
ゴ
ン
車
で
ほ

ぼ
毎
日
運
行
し
て
い
ま
す
。

秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策

会
議
総
会

　
５
月
24
日
、
秋
田
市
に
お
い
て
県
知
事

を
は
じ
め
県
幹
部
職
員
と
県
内
全
市
町
村

長
が
出
席
し
「
令
和
６
年
度
第
１
回
秋
田

県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
は
、
秋

田
県
か
ら
「
女
性
・
若
者
の
県
内
定
着
・

回
帰
に
向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
に
社
人
研
か
ら
公
表
さ

れ
た
新
た
な
人
口
推
計
で
は
、
県
内
全
市

町
村
の
人
口
が
減
少
し
ま
す
が
、
５
年
前

と
減
少
率
を
比
較
す
る
と
21
市
町
村
が
上

振
れ
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
更
に
県
と
市
町
村
が
共
通
認
識
を

持
ち
、
一
体
と
な
っ
て
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
人
の
生
活
圏

に
多
数
出
没
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

県
立
学
校
や
県
民
が
利
用
す
る
県
有
施
設

に
「
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
」
を
配
布
す
る

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
村
と
し
て
も

村
内
小
中
学
校
や
村
有
施
設
に
配
備
す
る

手
配
を
進
め
て
い
ま
す
。

申
請
書
作
成
支
援
機
器
「
書

か
な
い
窓
口
」
の
導
入

　
住
民
生
活
課
窓
口
に
戸
籍
や
住
民
票
等

　

６
月
３
日
か
ら
６
月
19
日
ま
で
の
日
程
で
、
令
和
６
年
村
議
会

６
月
定
例
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告

▲行政報告をする村長
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HIGASHINARUSE
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い
て
、
今
年
度
、
国
の
先
導
的
官
民
連

携
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
、
事
業

実
証
性
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。
想

定
し
て
い
る
施
設
は
、
商
業
、
金
融
、
子

育
て
支
援
機
能
と
、
宿
泊
、
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
ー
ス
を
有
し
、
同
時
に
村
の
交
通
結
節

機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
と
し
て
お
り
ま

す
。
調
査
内
容
は
、
主
に
事
業
計
画
、
事

業
ス
キ
ー
ム
な
ど
の
基
本
的
な
調
査
を
行

う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

東
成
瀬
テ
ッ
ク
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

　
５
月
29
日
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
る

ん
に
お
い
て
第
６
回
成
果
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
成
果
報
告
会
で
は
、
各
領
域
ご
と
の
活

動
状
況
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
３
名
の
ゲ

ス
ト
に
よ
る
高
齢
者
の
体
力
維
持
・
認
知

の
交
付
申
請
の
際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
を
使
用
し
て
申
請

書
を
作
成
で
き
る
機
器
を
２
台
導
入
す
る

た
め
、
機
器
購
入
の
発
注
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
８
月
中
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま

す
。介

護
予
防
移
送
支
援
事
業

　
65
歳
以
上
で
特
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

高
齢
者
や
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
通
院
と
買
い
物

を
中
心
と
し
た
移
送
支
援
事
業
を
本
格
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
既
に
応
募
が
あ
っ
た
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
17
名
の
協
力
を
得
て
、
利
用
者
19
名
の

希
望
日
に
合
わ
せ
専
用
の
ワ
ゴ
ン
車
で
ほ

ぼ
毎
日
運
行
し
て
い
ま
す
。

秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策

会
議
総
会

　
５
月
24
日
、
秋
田
市
に
お
い
て
県
知
事

を
は
じ
め
県
幹
部
職
員
と
県
内
全
市
町
村

長
が
出
席
し
「
令
和
６
年
度
第
１
回
秋
田

県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
は
、
秋

田
県
か
ら
「
女
性
・
若
者
の
県
内
定
着
・

回
帰
に
向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
に
社
人
研
か
ら
公
表
さ

れ
た
新
た
な
人
口
推
計
で
は
、
県
内
全
市

町
村
の
人
口
が
減
少
し
ま
す
が
、
５
年
前

と
減
少
率
を
比
較
す
る
と
21
市
町
村
が
上

振
れ
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
更
に
県
と
市
町
村
が
共
通
認
識
を

持
ち
、
一
体
と
な
っ
て
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
人
の
生
活
圏

に
多
数
出
没
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

県
立
学
校
や
県
民
が
利
用
す
る
県
有
施
設

に
「
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
」
を
配
布
す
る

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
村
と
し
て
も

村
内
小
中
学
校
や
村
有
施
設
に
配
備
す
る

手
配
を
進
め
て
い
ま
す
。

申
請
書
作
成
支
援
機
器
「
書

か
な
い
窓
口
」
の
導
入

　
住
民
生
活
課
窓
口
に
戸
籍
や
住
民
票
等

▲移送支援事業【ゆうゆう号】
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地
域
計
画
の
策
定
状
況

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

「
地
域
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
４
月
５
日
、

本
村
第
１
号
の
地
域
計
画
と
し
て
、
先
行

地
区
で
あ
る
下
田
・
田
子
内
地
区
に
お
け

る
計
画
を
策
定
し
公
告
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
４
月
12
日
に
は
岩
井
川
地
区
に
お
け

る
第
１
回
目
の
協
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
は
６
月
下
旬
よ
り
各
地
区
で
の
話
し

合
い
を
本
格
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

日
本
型
直
接
支
払
制
度

　
日
本
型
直
接
支
払
制
度
は
、
農
業
・
農

村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る

た
め
に
行
う
地
域
の
共
同
活
動
や
営
農
活

動
を
支
援
す
る
施
策
と
し
て
、
本
村
で
は

15
組
織
に
お
い
て
多
面
的
機
能
支
払
、
17

協
定
に
お
い
て
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

を
活
用
し
て
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
に
つ
い
て
は
、
全
組
織

が
令
和
５
年
度
で
第
２
期
の
活
動
が
終
了

し
、
令
和
６
年
度
か
ら
５
年
間
、
第
３
期

目
の
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、
再
認
定
に

か
か
る
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
は
、

令
和
６
年
度
が
第
５
期
対
策
の
最
終
年
度

と
な
っ
て
お
り
、
各
集
落
協
定
の
事
業
計

画
が
、
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
事
業

　
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
を
財
源

と
す
る
安
全
・
安
心
な
森
整
備
事
業
で
は
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
有
害
鳥
獣
が
潜
む
可

能
性
の
あ
る
空
間
を
排
除
し
、
人
的
被
害

の
未
然
防
止
と
景
観
向
上
を
図
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
緩
衝
帯
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
田
子
内
字
小
沢
地

内
ほ
か
４
．
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
渡
り
道
路

沿
い
や
民
家
付
近
の
藪
化
し
た
森
林
の
除

伐
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

東
成
瀬
村
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会

　
４
月
25
日
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
村
内
の

人
身
及
び
農
作
物
等
へ
の
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関
に
よ
る
情
報

の
共
有
と
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
適

正
か
つ
効
率
的
な
被
害
防
止
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
東
成
瀬
村
有

害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
「
第
５
次

東
成
瀬
村
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
従
来
講
じ
て
き
た
被
害

防
止
対
策
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、
関
係
機

関
と
一
体
と
な
り
、
よ
り
効
果
的
な
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

建
設
関
連
事
業

　
本
年
度
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
良
地
区
に
お
い
て

村
道
滝
ノ
沢
平
良
線
舗
装
補
修
工
事
を
継

続
で
実
施
す
る
予
定
と
し
て
発
注
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
道
田
子
内
旧
国
道
線
と
村
道

迎
田
１
号
線
の
交
差
点
を
拡
幅
す
る
工
事

を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
期
間
中
は
伊
達

堰
の
改
修
に
よ
る
通
行
規
制
が
あ
り
、
地

域
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
た
橋
り
ょ
う

長
寿
命
化
事
業
と
し
て
平
良
地
区
の
の
ぞ

き
橋
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ネ
ス
栗
駒
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク

　
５
月
17
日
の
国
道
３
９
７
号
の
開
通
に

合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
ま
す
。
芝

の
張
り
替
え
な
ど
を
継
続
し
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

成
瀬
ダ
ム
事
業
関
連

　
令
和
６
年
度
の
成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
予

算
は
１
９
１
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
堤
体
工
事
の
他
、
取
水
設
備
工
事
、
管

理
庁
舎
建
築
工
事
、
管
理
設
備
工
事
な
ど

を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
本
体

工
事
の
堤
体
計
画
打
設
量
は
４
８
２
万
立

方
メ
ー
ト
ル
で
進
捗
率
は
全
体
の
99
％
と

な
る
見
込
み
で
す
。

消
防
防
災
関
連

　
４
月
４
日
に
岩
井
川
地
区
で
、
同
月
29

日
に
は
天
江
地
区
で
原
野
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
た
き
火
が
原
因
と

み
ら
れ
る
も
の
で
広
域
消
防
及
び
消
防
団

が
消
火
に
当
た
り
、
延
焼
も
最
小
限
に
止

め
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
一
層
の
火
災
予

防
に
向
け
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

▲消防防災【原野火災発生時】
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５
月
23
日
、
第
１
回
部
落
長
会
議
が
開

催
さ
れ
、
各
地
区
か
ら
次
の
よ
う
な
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
要
望

に
つ
い
て
緊
急
性
や
公
益
性
な
ど
を
検
討

し
、
回
答
す
る
予
定
で
す
。

滝
ノ
沢
地
区

◆
成
瀬
川
河
川
改
修

ホ
タ
ル
の
里
公
園
上
流
部
か
ら
十
二
橋

下
流
部
前
の
護
岸
整
備
（
２
０
０
ｍ
）

◆
村
道
不
動
沢
線
起
点
の
拡
幅
改
良

村
道
不
動
沢
線
の
起
点
拡
幅
（
50
ｍ
）

下
田
地
区

◆
下
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

Ａ
Ｅ
Ｄ
１
台
設
置

◆
大
沢
川
の
河
床
浚
渫

大
沢
川
の
体
積
度
と
草
根
の
除
去

　田
子
内
地
区

◆
用
水
路
取
水
口
改
良

伊
達
堰
か
ら
用
水
路
へ
の
取
水
口
に
開

閉
可
能
な
蓋
の
設
置

新
規
要
望
ま
と
ま
る

第
１
回
部
落
長
会
議

◆
用
水
路
排
水
溝
の
改
良

北
方
地
内
に
あ
る
水
路
の
合
流
地
点
の

改
良

平
良
地
区

◆
平
良
セ
ン
タ
ー
へ
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
の
設
置

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
18
台
、
椅
子
50
脚
購

入
◆
平
良
堰
の
応
急
対
策

平
良
堰
前
線
へ
の
蓋
掛
け

岩
井
川
地
区

◆
豪
雨
土
砂
災
害
防
止

寺
の
沢
用
水
路
取
り
入
れ
口
改
修

手
倉
地
区

◆
除
雪
機
の
更
新

除
雪
機
１
台
購
入
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５
月
28
日
、
株
式
会
社
近
江
電
設
か
ら

「
福
祉
関
係
、
特
に
児
童
福
祉
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
１
０
０
万
円
の
寄
附
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
数
年
前
に
も
同
社
か
ら
寄
贈

を
受
け
て
お
り
、
こ
の
度
の
寄
附
金
も
村

の
事
業
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
て
い
る
状
態
で
、

万
が
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保

年金

移
住
定
住
住
宅

　
移
住
定
住
住
宅
は
、
民
間
事
業
者
が
建

設
し
た
良
質
な
住
宅
を
村
が
借
り
上
げ
、

入
居
者
に
賃
貸
す
る
住
宅
と
な
り
ま
す
。

募
集
要
項
や
入
居
申
込
書
等
は
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
く
か
、
役
場
企
画
課
で
配
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
内
容

を
ご
確
認
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
住
宅　
移
住
定
住
住
宅
Ａ
棟

　
　
　
　
　
　
（
田
子
内
字
天
神
林
）

◆
募
集
戸
数　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

　
　
　
　
　
　
Ａ
棟
２
０
１
号
（
２
階
）

◆
募
集
期
間　
６
月
21
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
７
月
11
日
（
木
）
ま
で

◆
附
帯
設
備　
駐
車
場
（
カ
ー
ポ
ー
ト
）

　
　
　
　
　
　
１
台

　
　
　
　
　
　
外
部
物
置　
１
箇
所

◆
入
居
時
期　
８
月
初
旬
か
ら
中
旬
予
定

◆
入
居
資
格　
　

・
東
成
瀬
村
に
定
住
を
希
望
す
る
方
で
、

居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要
と
し
て

い
る
方
。

・
入
居
後
、
移
住
定
住
住
宅
の
所
在
地
を

住
所
地
と
し
て
住
民
登
録
が
で
き
る
こ

と
。

・
家
賃
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

・
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

◆
家
　
　
賃　
月
額
５
万
円
〜
５
万
２
千
円

※

家
賃
補
助
金
適
用
後
の
家
賃
と
な
り
ま
す
。

◆
敷
　
　
金　
10
万
円（
契
約
時
に
納
付
）

問
・
申
込
み　
企
画
課　
☎
47
３
４
０
２

募集

寄附

村
の
福
祉
関
係
へ

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
気
温
の
高
い
日
が

増
え
て
き
ま
す
。「
気
温
・
湿
度
が
高
い
」

「
暑
い
夜
が
続
く
」「
日
差
し
が
強
く
風
が

弱
い
」
日
は
特
に
熱
中
症
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　
熱
中
症
は
外
だ
け
で
は
な
く
、
家
の
中

で
も
か
か
り
や
す
い
た
め
、
予
防
が
大
切

で
す
。

◆
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

　
入
浴
前
後
、
就
寝
前
、
汗
を
か
い
た
後

な
ど
、
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
水
分

補
給
を
し
ま
し
ょ
う

・
暑
さ
を
避
け
る

　
高
温
時
は
屋
外
で
の
作
業
を
避
け
る
、

室
内
で
も
室
温
を
24
か
ら
26
℃
に
設
定
し
、

カ
ー
テ
ン
で
直
射
日
光
を
遮
る
、
エ
ア
コ

ン
を
上
手
に
活
用
す
る
な
ど
暑
さ
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

・
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

　
１
日
３
食
栄
養
を
と
る
、
毎
日
し
っ
か

健康
づくり

り
睡
眠
を
と
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康

管
理
を
し
ま
し
ょ
う

・
農
作
業
中
の
熱
中
症
に
注
意

　
農
作
業
中
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の

で
、
こ
ま
め
に
休
憩
と
水
分
補
給
を
す
る
、

単
独
作
業
を
避
け
る
な
ど
注
意
し
ま
し
ょ
う

◆
こ
ん
な
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
注
意

・
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み

・
頭
痛
、
吐
き
気

・
大
量
の
汗

・
け
い
れ
ん
、
こ
む
ら
が
え
り
（
足
が
つ
る
）

◆
症
状
が
出
た
と
き
は…

 

・
風
通
し
の
よ
い
場
所
、
涼
し
い
部
屋
に

移
動
す
る

・
衣
服
を
緩
め
、
冷
た
い
水
や
タ
オ
ル
で

首
や
脇
の
下
を
冷
や
す

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分
を
補

給
・
応
急
処
置
を
し
て
も
症
状
が
改
善
し
な

い
場
合
は
医
療
機
関
へ

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
）」
が
あ
る
の
で
、
住
民
生
活

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
住
民
生
活
課
で
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

問　
住
民
生
活
課　
☎
47
３
４
０
３

小学生（人権の花植え）▲近江佳弘代表取締役（右）

役場からのお知らせ
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保
険
料
が
納
め
忘
れ
て
い
る
状
態
で
、

万
が
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保

相談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

相談

妊
活
応
援
相
談
会

　
村
で
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
夫
婦
を
対

象
に
、
妊
活
応
援
相
談
会
を
次
日
程
で
開

催
し
ま
す
。
「
子
ど
も
が
ほ
し
い
け
れ
ど
、

妊
娠
し
や
す
い
体
を
作
る
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
？
」
、
「
不
妊
の
検
査
や
治
療
は

ど
ん
な
も
の
？
」
等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

相
談
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
16
日（
火
）、９
月
10
日（
火
）、

　
　
　
12
月
10
日（
火
）　　
　
　

　
　
　
午
後
４
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場
所　
池
田
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
（
湯
沢
市
）

相
談
対
応
者　
池
田　
雅
人　
先
生

予
約
先　
池
田
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　
　
　
☎
０
１
８
３
73
０
１
０
０

電
話
予
約
受
付
時
間　
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
30
分
ま
で

（
木
曜
は
12
時
、
土
曜
日
は
15
時
ま
で
、
日
曜
休
み
）

※

個
別
相
談
で
す
の
で
、
必
ず
電
話
で
ご

助成

が
ん
治
療
に
伴
う
医
療
用
補
正
具
の
購
入
費
用
助
成
に
つ
い
て

　
村
で
は
、
が
ん
治
療
に
伴
う
医
療
用
補

正
具
（
ウ
ィ
ッ
グ
ま
た
は
乳
房
補
正
具
）

の
購
入
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①
村
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
治
療
を
受
け

た
、
ま
た
は
現
に
受
け
て
い
る
こ
と

③
が
ん
治
療
に
伴
い
脱
毛
ま
た
は
乳
房
を

切
除
し
、
医
療
用
補
正
具
を
購
入
し
て

い
る
こ
と

④
過
去
に
、
秋
田
県
及
び
他
の
自
治
体
か

　
健
康
福
祉
課
内
に
、
妊
娠
（
不
妊
）
か

ら
出
産
・
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
総
合
相

談
窓
口
で
あ
る
「
東
成
瀬
村
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
を
４
月
か
ら
設
置
し
ま
し
た
。

　
詳
し
い
業
務
内
容
は
、
チ
ラ
シ
を
今
月

の
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠

（
不
妊
）
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
10
日
（
水
）
・
24
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所　
健
康
福
祉
課

※

上
記
以
外
で
も
随
時
電
話
や
訪
問
で
の

相
談
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉

課
内
）　
☎
47
３
４
１
０

相談
「
相
続
登
記
の
申
請
義
務

化
に
関
す
る
説
明
会
と
相

談
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の

申
請
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

法
務
局
職
員
に
よ
る
説
明
会
と
司
法
書
士

に
よ
る
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
込
み
は
事
前
予
約
制
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時　
７
月
30
日
（
火
）

①
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
２
時

20
分
ま
で
説
明
会

②
午
後
２
時
20
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で
相
談
会

会
場　
東
成
瀬
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ

る
る
ん

内
容　
①
法
務
局
職
員
が
相
続
登
記
の
申

請
義
務
化
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

②
司
法
書
士
が
相
続
登
記
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
（
一
人
20

分
）
。

募
集
人
数　
①
先
着
20
名（
事
前
予
約
制
・

参
加
費
無
料
）

②
先
着
10
名
程
度
（
事
前
予

約
制
・
相
談
料
無
料
）

問
・
申
込
み

　
住
民
生
活
課　
☎
47
３
４
０
５

予
約
く
だ
さ
い
。

※

相
談
前
に
問
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
開

始
時
間
の
10
か
ら
20
分
前
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

※

緊
急
に
お
産
が
入
っ
た
場
合
等
は
、
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日

程
が
変
更
に
な
る
場
合
は
、
医
療
機
関

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

●
対
面
相
談
が
難
し
い
方
へ

　
秋
田
県
で
は
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

（
秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院
１
階
婦
人

科
外
来
内
）
を
設
置
し
、
不
妊
・
不
育
に

関
す
る
電
話
相
談
・
メ
ー
ル
相
談
を
受
付

し
て
い
ま
す
。

「
秋
田
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
室
」

電
話
相
談　
月
・
金

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

　
　
　
　
　
☎
０
１
８̶

８
８
４̶

６
２
３
４

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

ら
補
正
具
に
要
す
る
助
成
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

【
助
成
対
象
医
療
用
補
正
具
と
助
成
額
】

※
対
象
者
一
人
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
１
個
に

限
り
ま
す
。

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
（
全
頭
用
）
３
万
円

乳
房
補
正
具
（
補
正
パ
ッ
ド
ま
た
は
人
工

乳
房
）
２
万
円

◆
申
請
書
や
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
健

康
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

information
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パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新
（
切
替
）
申
請
手
続
き
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
ま
す
！

　

７
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
パ
ス
ポ
ー

ト
の
更
新
及
び
切
替
申
請
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
手
続
き
を
行
う
と
、
役
場
住
民
生

活
課
へ
の
来
庁
は
受
取
り
時
の
１
回
の
み

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
紙
の
申
請
書

で
も
申
請
で
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
対
象
者

　
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
有
効
な
パ
ス

ポ
ー
ト
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
利
用
可
能
な
手
続
き

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
残
存
有
効
期
間
が
１
年

未
満
と
な
っ
た
場
合

・
査
証
欄
の
余
白
が
見
開
き
３
ペ
ー
ジ
以

下
と
な
っ
た
場
合

生
涯
学
習
教
室
始
ま
っ
て
い
ま
す
！

※

次
の
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
対
象
外

で
す

・
初
め
て
申
請
す
る
方

・
パ
ス
ポ
ー
ト
が
す
で
に
失
効
し
て
い
る

場
合

・
戸
籍
上
の
氏
名
や
本
籍
地
都
道
府
県
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合　
な
ど

申
請
方
法
及
び
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
関
す

る
情
報

問　
住
民
生
活
課　
☎
47
３
４
０
３

　
今
年
度
の
生
涯
学
習
教
室
も
通
常
コ
ー

ス
、
体
験
コ
ー
ス
と
も
に
順
次
開
講
し
て

い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
（
体
験
コ
ー
ス
）
に
つ
い
て

は
、
年
間
予
定
を
今
月
の
広
報
と
一
緒
に

体
験
コ
ー
ス　

芸
術
・
趣
味

「
な
ご
み
ア
ー
ト
」

　
毎
月
１
回
、
第
１
水
曜
日
に
午
前
10
時

〜
ふ
る
里
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ス
テ
ル
を
削
っ
て
、
粉
に
し
て
指
で

描
く
「
和
（N

A
G
O
M
I

）
ア
ー
ト
」
。

　
パ
ス
テ
ル
素
材
の
も
つ
穏
や
か
で
温
か

み
の
あ
る
色
合
い
を
使
っ
て
、
透
明
感
の

あ
る
心
地
よ
い
素
敵
な
作
品
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

次
回
開
講
日　
７
月
３
日
（
水
）

生涯
学習

配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
途
中
か
ら
の
参
加
や
毎
回
参
加
で
き
な

く
て
も
喜
ん
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

体
験
コ
ー
ス　

運
動
・
健
康
づ
く
り

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」

　
６
月
の
毎
週
水
曜
日
に
９
時
３
０
分
〜

ジ
ュ
ネ
ス
栗
駒
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
で
も
ル
ー
ル
や
打
ち
方
な

ど
、
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
教
室
は
残
す
と
こ
ろ
あ

と
１
回
。
お
一
人
で
も
、
講
師
が
親
切
に

対
応
し
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

次
回
開
講
日　
６
月
26
日（
水
）（
最
終
回
）

問　
教
育
委
員
会　
☎
47
３
４
１
５

防災

ロ
ー
プ
張
り
と
看
板
設
置
を
し
ま
し
た

栗
駒
山
系
遭
難
対
策
協
議
会

　
６
月
７
日
、
国
道
３
４
２
号
沿
い
栗
駒

山
国
有
林
内
に
お
い
て
、
栗
駒
山
系
遭
難

対
策
協
議
会
に
よ
る
入
山
禁
止
の
た
め
の

ロ
ー
プ
張
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
入
山
禁
止
区
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
遭
難

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
危
険
で
す
の

で
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
山
菜
採
り
に
出
か
け
る
と
き
は
、

「
家
族
・
隣
人
に
行
き
先
や
帰
り
の
時
間

を
告
げ
る
」
、
「
自
分
の
体
力
や
体
調
を

過
信
せ
ず
、
無
理
な
行
動
は
し
な
い
」
な

ど
に
気
を
つ
け
、
遭
難
事
故
防
止
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

問　
総
務
課
防
災
対
策
室　
☎
47
３
４
０
１

役場からのお知らせinformation
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５
月
11
日
、運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
運
動
会

を
楽
し
も
う
！
〜
69
人
の
力
を
合
わ
せ

て
〜
」の
テ
ー
マ
の
通
り
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
よ
く
が
ん
ば
り
、
ど
の
子
も
力
い
っ

ぱ
い
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。
親
子
遊

走
で
は
、
親
子
が
協
力
し
て
様
々
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
ほ
ほ
え
ま
し

い
姿
に
、
応
援
席
も
笑
顔
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
綱
引
き
や
リ
レ
ー
で
は
、
各
色

全
力
で
が
ん
ば
っ
た

　

運
動
会
！ 

　
５
月
29
日
、
５
年
生
が
田
植
え
体
験
を

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
方
々
か
ら
植
え
方
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
後
、
い
よ
い
よ
田
ん

ぼ
の
中
へ
。
最
初
は
慣
れ
な
い
土
の
感
触

に
戸
惑
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
だ
ん

だ
ん
上
手
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
苗
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

田
植
え
に
挑
戦
！

夢
い
っ
ぱ
い　

か
し
こ
く

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く

▲チームの力を一つに

▲だんだん上手になってきた▲いざ、田んぼの中へ！

▲デカパンリレー ▲色別対抗全員リレー

▲堂々の入場行進　

▲よーい、ドン！ ▲息がぴったりですね

組
が
心
を
一
つ
に
し
て
が
ん
ば
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
各
係
の
仕

事
も
行
い
、
運
動
会
を
支
え
て
く
れ
ま

し
た
。
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
に
、
保
護
者
の
皆
様
か
ら
た
く

さ
ん
の
あ
た
た
か
い
声
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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５
月
17
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
体
育
祭

が
悪
天
候
の
た
め
23
日
に
延
期
さ
れ
ま
し

た
が
、
開
催
日
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

今
年
度
は
す
べ
て
の
種
目
を
予
定
通
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
種
目
の
準
備

や
運
営
を
各
委
員
会
で
割
り
振
り
し
、
生

徒
は
競
技
に
運
営
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
来
賓
の
方
々
や
保
護
者
の

方
々
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
心
温
ま
る
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

晴
天
！

盛
り
上
が
っ
た
体
育
祭

　
５
月
29
日
に
人
権
の
花
の
植
栽

と
学
校
花
壇
へ
花
の
植
栽
、
翌
日

の
30
日
に
は
小
中
連
携
教
育
事
業

の
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
植
栽
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
目
的
で
行
わ

れ
て
い
る
活
動
で
す
が
、
た
く
さ

ん
の
綺
麗
な
花
が
咲
き
、
見
る
人

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
と
良
い

で
す
ね
。

綺
麗
な
花
が
咲
く
こ
と

を
祈
っ
て

　

人
権
の
花
・
学
校
花
壇
・

　
　

キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
植
栽

生
き
生
き
東
中
生

　
新
入
生
の
パ
ー
ト
が
決
ま
り
、
今
年
も

Ｔ
Ｓ
Ｂ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
早
速
先

輩
が
後
輩
に
指
導
し
、
各
パ
ー
ト
の
練
習

に
活
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
披
露
す
る
会
に
向
け
て
、
喜
ん
で
も
ら

え
る
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
。 新

し
い
メ
ン
バ
ー
と
始
動

Ｔ
Ｓ
Ｂ

▲小学生と協働作業 ▲国道沿いにキバナコスモス

▲植えた後は水をやり ▲人権の花をプランターに

▲綺麗な花が迎えてくれます ▲今年は中庭に植栽しました

▲綱取りの最後の１本 ▲借り物はどこに ▲全員リレー　スタート！ ▲やりきった！　記念撮影

▲力強い選手宣誓

▲よさこいパフォーマンス

（
T
o
u
c
h
u
 S

p
e
c
ia

l B
ra

s
s）
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大
盛
況
！
親
子
交
流
活
動

皆
の
パ
ワ
ー
が
全
開
！

や
さ
し
さ
を
育
む

花
植
え
（
虎
の
穴
・
健
全
育
成
）

　
５
月
31
日
、
児
童
館
の
花
壇
に
花
を
植

え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
秋
ま
で
の
長
い
期

間
、
花
と
緑
に
親
し
み
な
が
ら
育
て
る
経

験
を
通
し
て
、
や
さ
し
さ
や
美
し
さ
を
感

じ
る
心
を
職
員
と
共
に
育
ん
で
い
き
ま

す
。

自
分
が
好
き
！

　

友
だ
ち
が
好
き
！

　
　

東
成
瀬
が
好
き
！

　
５
月
24
日
、
保
育
参
観
を
行
い
親
子
で

ボ
ー
ル
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
等
を
楽
し
み

ま
し
た
。
仲
良
し
親
子
の
キ
ラ
キ
ラ
な
笑

顔
で
、
会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

　
運
動
会
活
動
を
通
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
心
、
あ
き
ら
め
な
い
力
、
協
力
す
る

力
等
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　
本
番
で
は
、
子
ど
も
達
の
成
長
を
保
護

者
の
皆
様
と
一
緒
に
共
有
す
る
機
会
と
な

り
、
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
運
動
会
で
の
頑
張
り
が
自
信
と
な
っ
て
、

ま
す
ま
す
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲ボール遊びで汗を流す４歳児

▲頑張った皆さんに金メダル ▲６月８日「なるせっ子運動会」

▲美しい花々を前に

▲リズム遊びを楽しむ２歳児

▲やさしくていねいに

▲はじまりの会　▲本気の鬼ごっこ

な
る
レ
ク

待
ち
に
待
っ
た
活
動

　
毎
月
１
回
、
な
る
テ
ッ
ク
の
方
々
に
よ

る
「
な
る
レ
ク
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

好
天
に
恵
ま
れ
屋
外
で
の
活
動
が
続
い
て

い
ま
す
。
年
齢
を
超
え
た
集
団
で
の
外
遊

び
は
社
会
性
を
培
い
、
近
視
の
予
防
な
ど

身
心
の
健
康
に
も
欠
か
せ
な
い
活
動
と
な

っ
て
お
り
、
子
ど
も
達
は
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
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Assistant　Language　Teacher

なるせダイアリー

Recently, I went to Nagoya for the first time to visit my friends that live 

there. We visited the Mirai Tower, Nagoya castle, the Port of Nagoya 

Aquarium, and Ghibli Park. The subways were very convenient for 

traveling! Nagoya’s famous foods were delicious! My favorite food was 

hitsumabushi. It was a bit expensive, but very delicious! I had a great 

time in Nagoya, so I hope to go there again!

最近、名古屋に住んでいる友達に会いに行くため、初め

て名古屋に行きました。ミライタワー、名古屋城、名古

屋港水族館、ジブリパークに行きました。地下鉄は旅行

にとても便利でした！名古屋名物美味しかったです！　

好きな食べ物はひつまぶしでした。ちょっと高かったで

すが、とても美味しかったです！　名古屋はとても楽し

かったので、また行きたいです！

カイル
の

カイル
の

　アメリカのオハイオ州出身です。アメリカのケント

州立大学で美術教育と日本語を勉強しました。

　令和５年８月７日、村のＡＬＴに着任しました。

　絵を描いたりゲームすることが好きです。よろしく

お願いします！

Kyle Joseph Straka(カイル・ジョセフ・ストレイカ)

������������������ ～名古屋への旅～

山の上の家事学校

近藤　史恵　著／中央公論新社

野球しようぜ！大谷翔平ものがたり
とりごえ　こうじ　文　／　世界文化社

　離婚して一年。荒んだ生活を
送っていた幸彦が通い始めた山の
上にある「学校」―それは男性だ
けに家事を教える学校だった…
　忙しすぎて“生活”が後回しに
なっている大人たちへの応援歌！

おらほの図書館

７月の休館日　7日（日）　15日（祝）
　　　　　　　21日（日）
おはなし会　　６日（土）10：30～

～おしらせ～

きてたんせきてたんせ

本のご予約承ります。 ☎ 38－8711まで

　メジャーリーグで活躍する
大谷翔平選手の、幼少期から
現在に至るまでの軌跡をた
どった絵本。

@NaruseLibrary

なるせ
児童館 図書室

（旧ツイッター）

やってます。やってます。
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首都圏なるせ会「第36回総会」参加者募集

日　時　11月16日（土）
受　付　午前11時から
総　会　午前11時30分から
懇親会　正午から

会　場　浅草ビューホテル
（東京都台東区西浅草３－１７－１）
参加費　10,000円（懇親会費）

　交通手段として、バスを手配する予定です
（参加人数が少ない場合を除く）。宿泊は各
自で手配してください。
申込み期限　８月16日（金）
問・申込み　役場総務課　☎４７－３４０１

　村建設業協会、成瀬ダム連絡協議会の有志の方々41名が、５月24日に中学校校舎周りの除草と花
壇整備、キバナコスモス植栽のための除草や下地整備を行ってくださいました。植栽当日は順調に作
業を終えることが出来ました。
　このボランティア活動はキバナコスモス植栽と同じく今年で18回目となります。作業に参加して
くださった皆様、ご協力くださりありがとうございました。

　５月30日に東成瀬小・中学校
の児童生徒が、田子内バイパス沿
いや小学校周辺にキバナコスモス
の種をまきました。たくさんの地
域のボランティアの方々にも御協
力いただきありがとうございまし
た。中学生が小学生に種の蒔き方
を教えたり、種蒔き係と土かけ係

ご協力ありがとうございます！　キバナコスモス播種場所整備　

東成瀬村建設業協会（７社）
大橋建設株式会社
株式会社鈴木建設工業
株式会社佐々木機械土木
有限会社成瀬産業
備前建設
有限会社高橋土木
有限会社佐々木工業

成瀬ダム連絡協議会（７社）
鹿島・前田・竹中土木特定建設工事共同企業体
大成・佐藤・岩田地崎特定建設工事共同企業体
鹿島建設株式会社　成瀬ダム庁舎建築工事事務所
株式会社高嶋組
株式会社高修興業
株式会社自然科学調査事務所
平鹿設備工業株式会社

に分かれて作業したりと互いに声を掛け合いながら、協力して作業にあたりました。
　本事業は、児童生徒たちが「やさしい心」「協力する心」「奉仕する心」の３つの心を育むことを目的とし
て行っており、秋には鮮やかなオレンジ色が村を華やかに彩ります。

村建設業有志の会

問　教育委員会　☎４７－３４１５
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みんなの広場

　男女が、社会の対等な構成員として、自
らの意思によって社会のあらゆる分野にお
ける活動に参画する機会が確保され、もっ
て男女が均等に政治、経済、社会及び文化
的利益を享受することができ、かつ、共に
責任を担うべき社会を推進しましょう。
　公民館図書室と企画課に男女共同参画特
設コーナーを設置しております。気軽に、
お立ち寄りください。

　６月15日、古道、仙北道にある弘法の祠の
祭典が行われました。椿川地区の皆さんと仙北
道を考える会の会員、及び有志の方で今年も弘
法様に会いに行ってきました。祠のお掃除、お
供えをして山の安全をお祈りしました。当日は
新緑の自然と古道を満喫しました。
問　教育委員会　☎４７－３４１５

６月は男女共同参画推進月間です！

弘法の祠祭り 仙北道

▲公民館図書館 ▲企画課

なるテック活動日記

永山和宏
　みなさんこんにちは、なるテックの永
山（かずにゃん）です！
　私は、地域おこし協力隊3年目で東成
瀬村の温泉水（なるせ温泉 東仙歩）を
活用した「akaulu」を開発しています。
( 乾燥による赤ら顔に特化したオールイ
ンワンスキンケア )
　４月にはボトル、化粧箱デザインの最終調整が終わり、ついにパッ
ケージの見本が出来上がりました！ということで、先日は東成瀬村の
自然や東仙歩さんで製品の撮影を行いました！（７月に実施するクラ
ウドファンディングに向けて準備中です）
　さて、今回は akaulu の開発秘話をお話しします。
　このプロジェクトは初の化粧品開発のうえ、温泉水という自然素材
の活用ということで大変開発に苦戦しました。乾燥肌向けなのに「乾
燥しやすい」とご意見いただいたり、「温泉水が成分とうまく混ざら
ない」と工場からお話しがあったり。正直「これ以上無理か、、、」と
思うこともありました。でも「良いものを届けたい」「納得しなきゃ
表に出せない！」と私も勉強しながら、工場と成分について議論して、
わがままを言って作り直し、「10回目」の試作でやっと現品が出来上
がりました！
　正直、当初のスケジュールよりも 1年近く後ろ倒しになりましたが、
いいものができました。皆さんに使って欲しいです。
　引き続き、お世話になった東成瀬村への恩返し。村の資源を生かし
て自分にできることをコツコツがんばります！ぜひ、応援してください！
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大木谷和樹
　みなさんこんにちは、なるテックの「らーめん」
こと大木谷です！
　僕はいま、ＩＴコンサルタントとして「業務改善」
や「複合拠点プロジェクト」に取り組んでいます。
また、地域おこし協力隊としては「なるレク」とい
う学童ボランティア活動をとおし、保育園や小学校
の子供たちとたくさん交流しています！
　ＩＴ業界ではまだまだ駆け出しの身で苦難困難が
多い中、村のお祭りやなるレクをとおして子供たち
と交流する時間は、僕にとって何よりも大切なもの
になっています！
　僕の地域おこし協力隊としてのミッションは「次
の世代が活躍できる土壌を創る」です。これからも
子供の笑顔を作り、守る存在であり続けます！



高橋　平良　たかはし　たいら

６月１日、地域おこし協力隊３名が新たに着任し
ました。３名とも、なるテックの協力隊募集管理
業務によるものです。

ポッター　レイリーン　Raelynn Potter

・出身　横手市
・趣味　ドライブ、日本酒、フットサル、卓球
　なるテック入社前は、スーパーの青果売り場
管理や、化粧品メーカーの営業を経験しまし
た。しかし、地方創生に貢献できる仕事をした
いという想いから、親戚から紹介されたなる
テックに入社しました。なるテックの社員およ
び地域おこし協力隊として、一次産業の農業や
克雪などに貢献していきたいと考えておりま
す。

小松　　侑末　こまつ　ゆうら

・出身　秋田市
・趣味　筋トレ、ランニング
　高校卒業まで地元で過ごしており、大学卒業
後は、不動産売買営業をしておりました。
　地元である秋田に貢献できる仕事に携わりた
いと考えている中でなるテックに出会いまし
た。メンバー全員が地域活性化という課題に対
して、それぞれの分野から活動されている情熱
に感化され、私もなるテックで活躍したいと思
い、入社を決意しました。
　現在、農業で後継者不足、遊休農地の増加な
どの深刻な課題を抱えています。このような課
題をITで解決できるように頑張ります。

・村が直接雇用する隊員　９名
・民間連携隊員　62名　・委嘱隊員　２名

地域おこし協力隊　隊員数
（令和６年６月１日時点）

・出身　アメリカ
・趣味　和太鼓や祭りなどの日本文化イベントに参加

すること、写真撮影、旅行、自然探索など
　日本に来る前にオーストラリアの田舎で10年間暮ら
し、働いた後に日本でＡＬＴの仕事をしていました。
　私がなるテックに惹かれたのは、東成瀬という村と
地域への愛着でした。なるテックの地元の問題解決に
焦点を当てた姿勢に刺激を受け、なるテックへの入社

を決意しました。
　高齢者の孤立、遊休農地、豪雪、観光など、地域コミュニティが直面している課題に取り組むことで、
東成瀬村地域の活性化に貢献したいと考えています。
　この地域の豊かな歴史と文化に対する私の情熱、学び続ける意欲、そしてグローバルな視点を活用し、
なるテックの使命に貢献します。また、ＰＲマーケティングを活用して、海外での観光と地元製品の販売
を促進したいと考えています。どうぞよろしくお願いします。

地域おこし協力隊
東成瀬

村
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◆
成
瀬
ダ
ム
情
報
◆

現場での工事状況確認

安部所長から説明を受ける佐竹知事

委員会の状況

事務局からの説明状況

視察後の記者会見 備前村長が視察に同席

成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
基
本
計
画
の
変
更
（
工
期
・
事
業
費
）

　
成
瀬
ダ
ム
で
は
、
昨
今
の
働
き
方
改
革
、
物

価
上
昇
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
考
慮
し
、
事

業
費
及
び
事
業
工
期
の
精
査
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
精
査
の
結
果
、
工
期
に
つ
い
て
は
、
働
き
方

改
革
関
連
法
に
基
づ
く
労
働
条
件
を
考
慮
し
た

適
切
な
工
期
確
保
の
た
め
、
工
期
の
１
年
延
長

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
物
価
上
昇
等
の
社
会
的
要
因
の
変
化

等
に
よ
り
、
コ
ス
ト
縮
減
等
の
工
夫
を
し
て

も
、
事
業
費
の
約
３
７
０
億
円
増
額
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　
成
瀬
ダ
ム
工
事
事
務
所
で
は
、
成
瀬
ダ
ム
建

設
事
業
の
進
捗
状
況
や
工
程
、
コ
ス
ト
縮
減
策

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
学
識
者
等
に
意
見
を

問
う
「
成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委

員
会
」
を
５
月
10
日
に
開
催
。
基
本
計
画
変
更

（
工
期
及
び
事
業
費
の
変
更
）
案
と
そ
の
内
容

を
示
し
、
内
容
の
妥
当
性
に
つ
い
て
審
議
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
事
業
工
期
お
よ
び
事
業
費
の

変
更
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
発
注
者
と

受
注
者
が
一
体
と
な
り
、
安
全
・
品
質
を
確
保

し
た
う
え
で
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め

る
こ
と
等
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
基

本
計
画
変
更
（
工
期
及
び
事
業
費
）
に
つ
い

て
、
５
月
10
日
に
秋
田
県
知
事
等
へ
の
意
見
聴

取
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
佐
竹
知
事
が
５
月
14

日
、
成
瀬
ダ
ム
の
工
事
現
場
を
視
察
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
地
元
首
長
を
代
表
し
て
備
前
東

成
瀬
村
長
に
も
同
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
成
瀬
ダ
ム
工
事
事
務
所
長
か
ら
工
事
の
進
捗

状
況
や
事
業
費
増
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
視
察
後
、
報
道
陣
の
取
材
に

対
し
佐
竹
知
事
は
「
円
安
の
影
響
な
ど
で
資
材

費
が
上
が
っ
て
お
り
、
県
の
事
業
も
増
額
し
て

い
る
。
今
回
の
変
更
は
妥
当
。
し
か
し
、
少
し

で
も
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
し
秋
田
県
の
負
担
が
軽
く

な
る
よ
う
工
夫
も
必
要
。
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
、
基
本
計
画
変
更
に
つ
い
て
、
秋
田
県

議
会
（
６
月
議
会
）
に
諮
り
、
可
決
さ
れ
た

後
、
国
の
事
業
評
価
監
視
委
員
会
を
経
て
、
官

報
に
て
変
更
と
な
っ
た
基
本
計
画
を
告
示
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

佐
竹
知
事
、
成
瀬
ダ
ム
の
工
事
現
場
を
視
察
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運
転
能
力
を
自
覚
す
る
気
持
ち
を

　

高
齢
者
講
習
の
案
内
が
届
い

た
。
「
と
う
と
う
き
た
か
」
と
。

変
に
身
構
え
な
が
ら
は
が
き
の
矢

印
（
開
く
）
を
そ
う
と
捲
（
め
く
）

る
。
免
許
の
更
新
を
す
る
人
は
、

所
定
の
自
動
車
教
習
所
で
講
習
を

受
け
て
く
れ
と
あ
る
。
講
習
を
受

け
た
と
い
う
知
人
か
ら
あ
ら
ま
し

を
聞
い
て
は
い
た
が
、
そ
の
「
は

が
き
」
を
直
（
じ
か
）
に
受
け
取
る

と
少
々
複
雑
な
思
い
に
駆
ら
れ

る
。
免
許
更
新
ま
で
半
年
余
り
あ

る
。
ま
だ
、
か
な
り
先
の
こ
と
だ

か
ら
と
、
は
が
き
を
ろ
く
に
読
み

も
し
な
い
で
放
っ
て
お
い
た
。

　

先
日
、
某
テ
レ
ビ
が
「
高
齢
者

講
習
」
を
特
集
。
高
齢
者
の
運
転

能
力
や
、
免
許
返
納
な
ど
の
問
題

と
、
「
実
車
指
導
」
を
取
り
上
げ

て
い
た
。

　

で
は
、
そ
の
「
実
車
指
導
」
ぶ

り
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
あ
え

て
、
放
送
の
狙
い
が
、
問
題
箇
所

の
ズ
ー
ム
だ
っ
た
と
し
て
も
。
脱

輪
、
縁
石
乗
り
上
げ
な
ど
は
ま
だ

し
も
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
オ
ー

バ
ー
、
信
号
見
落
と
し
と
な
る

と
。
教
習
所
だ
か
ら
い
い
よ
う
な

も
の
の
、
事
故
に
直
結
し
か
ね
な

い
。
高
齢
者
だ
か
ら
と
済
ま
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
く
な
る
。

　

最
近
、
特
に
多
く
な
っ
て
き
た

よ
う
に
感
じ
る
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
事
故
。
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
る
と
、
反
射
的
に
「
高
齢

者
？
」
と
テ
レ
ビ
に
注
視
し
て
し

ま
う
。
な
か
で
も
、
高
齢
者
の
ブ

レ
ー
キ
踏
み
間
違
い
が
後
を
絶
た

な
い
。
加
齢
に
よ
る
認
知
機
能
の

低
下
や
、
集
中
力
、
判
断
力
の
衰

え
を
指
摘
さ
れ
る
と
、
「
俺
は
大

丈
夫
」
と
反
発
し
た
く
な
る
。

が
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。

間
違
い
な
く
高
齢
者
の
域
に
達
し

て
い
る
。

　

番
組
は
予
約
状
況
に
も
ふ
れ
て

い
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
予
約
が

取
れ
に
く
い
ら
し
い
。
２
か
月
や

３
か
月
ど
こ
ろ
か
、
半
年
も
先
の

と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に

は
少
し
慌
て
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
ん

な
に
先
な
ら
、
講
習
の
前
に
免
許

そ
の
も
の
が
失
効
し
て
し
ま
う
。

次
の
日
、
近
く
の
自
動
車
教
習
所

に
行
く
。

　

窓
口
で
「
高
齢
者
講
習
」
の
予

約
を
告
げ
る
。
手
慣
れ
た
様
子
で

予
定
表
を
広
げ
る
受
付
の
職
員

に
、
「
何
月
何
日
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
」
と
聞
か
れ
た
。
ふ
た

月
ほ
ど
先
に
な
る
が
即
決
す
る
。

誕
生
日
は
既
に
過
ぎ
て
し
ま
う
が

免
許
更
新
期
限
に
は
十
分
に
間
に

合
う
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
現
在
、
高

齢
者
の
運
転
は
必
然
的
に
増
え

る
。
高
齢
者
講
習
と
併
せ
て
事
故

の
な
い
車
社
会
を
ど
う
考
え
て
い

く
の
か
。
自
動
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ

ム
や
自
動
運
転
の
技
術
発
展
に
期

待
す
る
一
方
で
、
や
は
り
運
転
す

る
基
本
は
本
人
で
あ
る
こ
と
。

「
私
は
大
丈
夫
」
の
過
信
を
持
た

ず
、
運
転
能
力
の
低
下
を
自
覚
す

る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
。

 

ｔ
ｏ
ｋ
ｏ  
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特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
扶
養
・
相
続
な

ど
の
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し

ま
す
。

◆
日
時　

７
月
12
日
（
金
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
場
所　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問　
秋
田
地
方
法
務
局　
大
曲
支
局

☎
０
１
８
７
�
２
１
０
０

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
場
合

は
、
運
転
免
許
証
を
警
察
署
に
持
参
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
運
転
経
歴
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
運
転
免
許

証
、
写
真
及
び
手
数
料
（
１
１
０
０
円
）

が
必
要
で
す
。

問　
横
手
警
察
署
交
通
課
☎
㉜
２
２
５
０

増
田
幹
部
交
番　
☎
㊺
２
０
１
１

秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー

　
労
務
管
理
等
で
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
保
険
労
務

士
が
無
料
で
電
話
・
メ
ー
ル
で
の
相
談
、

個
別
訪
問
支
援
等
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支

援
を
実
施
し
て
お
り
、
人
事
、
労
務
、
助

成
金
等
に
つ
い
て
、
お
悩
み
解
決
の
お
手

伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

問　
秋
田
働
き
方
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

　
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で

☎
０
１
２
０
（
６
９
５)

７
８
３

小
学
生
夏
休
み
企
画　

裁
判
所
見
学
会

◆
日
時　

８
月
１
日
（
木
）

・
午
前
の
部　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

・�

午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

３
時
30
分
ま
で

◆
場
所　

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

◆�

対
象　

小
学
校
５
・
６
年
生
（
保
護
者

同
伴
）

◆�

定
員　

各
回
と
も
９
組
18
名（
予
約
制
、

先
着
順
）

◆�

申
込
期
間　

７
月
12
日
（
金
）
か
ら
７

月
19
日
（
金
）（
土
日
祝
は
除
く
）　

問�

・
申
込
み　
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

総
務
課
庶
務
係

☎
０
１
８
（
８
０
３)

０
１
８
１

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
学
ぶ
大
学
で
す
。
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆�

出
願
期
間　

９
月
10
日
（
火
）
ま
で

問　
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
（
８
３
１)

１
９
９
７

ふ
く
し
の
し
ご
と
総
合
フ
ェ
ア
in
秋
田

◆�

日
時　

８
月
31
日
（
土
）
午
後
１
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

◆�

対
象　

求
職
者
、
学
生
、
福
祉
の
仕
事

に
関
心
の
あ
る
方（
事
前
申
込
み
必
要
）

◆
場
所　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

問
・
申
込
み　
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
８
（
８
６
４)

２
８
８
０

障
害
理
解
研
修
会
（
県
南
地
区
）

◆�

日
時　

７
月
30
日
（
火
）
午
前
９
時
35

分
か
ら
午
前
11
時
50
分
ま
で

◆
場
所　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

◆�

講
演
内
容　

子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し

て
家
庭
や
地
域
、
学
校
や
園
で
の
生
活

を
送
る
た
め
に
必
要
な
関
わ
り
や
支
援

等
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
角
度
か
ら
お

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

自立相談支援事業
東成瀬村巡回相談
日時　７月９日（火）
　　　10：00～ 12：00
場所　保健センター
問　秋田県南福祉事務所
　　企画福祉課
　☎０１８２－３２－３２９４

７月の心の健康相談
開催日　７月８、22日（月）
時　間　9：30〜 11：30
場　所　東成瀬村国保診療所
　　　　相談室
担　当　東成瀬村のぞみの会
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話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
わ
な
い
方

は
美
郷
町
公
民
館
で
視
聴
可
能
で
す
。

問
・
申
込
み　
秋
田
県
教
育
庁
南
教
育
事

務
所
仙
北
出
張
所

☎
０
１
８
７
�
３
４
７
７

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト「
あ
き
た
オ
レ

ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
」

◆�

日
時　

８
月
９
日
（
金
）
午
前
11
時
か

ら
午
後
４
時
40
分
ま
で

◆�

会
場　

横
手
市
民
会
館
（
駐
車
場
「
グ

リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
こ
て
」
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
内
容　

１
講
演
・
当
事
者
座
談
会

　
２�

映
画
「
オ
レ
ン
ジ
ラ
ン
プ
」（
有
料・

希
望
者
）

問　
横
手
興
生
病
院

☎
０
１
８
２
㉜
２
０
７
８

自
衛
官
募
集

１　

�

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）
採
用
試
験

・�

受
付
期
間　
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
10

月
17
日
（
木
）
ま
で

・
一
次
試
験
日　
11
月
２
日
（
土
）

・
受
験
資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満

２　

�

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
（
医
学
科
・

看
護
科
）
採
用
試
験

・�

受
付
期
間　
（
医
学
科
）７
月
１
日（
月
）

か
ら
10
月
９
日（
水
）ま
で　
（
看
護
科
）

７
月
１
日
（
月
）
か
ら
10
月
２
日
（
水
）

ま
で

・�

一
次
試
験
日　
（
医
学
科
）
10
月
19
日

（
土
）　
（
看
護
科
）
10
月
12
日
（
土
）

・
受
験
資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満

３　

航
空
学
生
採
用
試
験

・�

受
付
期
間　
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
９

月
５
日
（
木
）
ま
で

・
一
次
試
験
日　
９
月
16
日
（
月
・
祝
）

・�

受
験
資
格　
（
海
上
）18
歳
以
上
23
歳
未

満　
（
航
空
）
18
歳
以
上
24
歳
未
満

４　

第
２
回
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

・�
受
付
期
間　
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
９

月
３
日
（
火
）
ま
で

・
一
次
試
験
日　
９
月
14
日
（
土
）
か
ら

　

�

９
月
22
日（
日
）の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

・
受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

問　
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務
所

☎
０
１
８
２
㉜
３
９
２
０

令
和
６
年
度
「
環
境
あ
き
た
県
民
塾
」

塾
生
を
募
集
し
ま
す

　
県
で
は
、
座
学
と
施
設
見
学
を
通
じ
て

環
境
問
題
に
つ
い
て
学
べ
る
無
料
講
座
を

能
代
市
で
開
催
し
ま
す
。（
ウ
ェ
ブ
受
講

可
）

◆�

開
催
期
間　
７
月
６
日
（
土
）
か
ら
11

月
16
日
（
土
）
ま
で
（
全
６
回
を
予
定
）

問�

・
申
込
み　
秋
田
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
（
８
５
３
）
６
７
５
５

問　
県
温
暖
化
対
策
課

☎
０
１
８
（
８
６
０
）
１
５
７
３

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

◆�

所
在
地　
田
子
内
字
二
階
野
１
６
５
番

地
（
平
良
地
区
）

◆
募
集
戸
数　
一
戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

問　
建
設
課

☎
㊼
３
４
０
８

　
外
国
人
雇
用
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適

正
に

・�

事
業
主
は
、
外
国
人
（
技
能
実
習
生
を

含
む
）
の
雇
入
れ
、
離
職
の
際
は
、
そ

の
氏
名
、
在
留
資
格
な
ど
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・�

事
業
主
は
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
に

つ
い
て
、
労
働
関
係
法
令
及
び
社
会
保

険
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、

適
切
な
労
働
条
件
及
び
安
全
衛
生
の

下
、
在
留
資
格
の
範
囲
内
で
能
力
を
発

揮
し
つ
つ
就
労
で
き
る
よ
う
、「
外
国
人

労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し

て
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の

指
針
」
に
基
づ
き
、
適
切
な
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問　
横
手
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
８
２
㉜
３
１
１
１

ご
存
知
で
す
か
？
「
筆
界
特
定
制
度
」

　
土
地
の
筆
界
（
境
界
）
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
、
法
務
局
の
筆
界
特
定
登
記

官
が
、
資
料
等
を
基
に
現
地
の
筆
界
の
位

置
を
特
定
す
る
制
度
で
す
。

　
隣
接
地
と
の
筆
界
が
分
か
ら
ず
お
困
り

の
方
、
ま
た
、
筆
界
に
つ
い
て
隣
接
地
の

所
有
者
と
意
見
が
一
致
せ
ず
に
お
困
り
の

方
は
、
是
非
、
筆
界
特
定
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問�　
秋
田
地
方
法
務
局
登
記
部
門
筆
界
特

定
室

☎
０
１
８
（
８
６
２
）
１
４
４
２

庁
舎
新
営
工
事
竣
工
記
念　

裁
判
所

見
学
会

◆
日
時　

７
月
31
日
（
水
）

・
午
前
の
部　
午
前
10
時
か
ら

・
午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
か
ら

◆
場
所　

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

◆�

定
員　

各
回
と
も
40
名
（
予
約
制
、
先

着
順
）

◆�

申
込
期
間　

７
月
10
日
（
水
）
か
ら
７

月
17
日
（
水
）（
土
日
祝
は
除
く
）　

問�

・
申
込
み　
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

総
務
課
庶
務
係

☎
０
１
８
（
８
０
３
）
０
１
８
１
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「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています。

広報

No.707H I G A S H I N A R U S E

　●人　口　　　　　男　1,250人  (－　3)
　　　　　　　　　　女　1,123人  (　　0)
　　　　　　　　　　計　2,373人  (－　3)
　●世帯数　1049戸 (－　1)
　●出生　０人[０人〕●死亡　２人[13人〕
　●転入　６人[19人〕●転出　７人[20人〕
注(　)内は前月比、〔　〕は令和６年４月から

◎交通事故　・発生件数… 0 件 〔０件〕
 　・死者……… 0 人 〔０人〕
 　・傷者……… 0 人 〔０人〕
　　～令和6年1月12日より無事故140日～
◎交通死亡事故『０』継続日数　2949日
　　　　　　　～平成28年５月4日より～
◎無火災記録　　32日
　　　　　　　　～令和6年4月29日より～

５月の
東成瀬村

◆ごめいふくをお祈りします

安全記録

村の人口と世帯

（敬称略）慶弔

備　前　チ　ヱ　（91）　岩井川

第10回東成瀬村写真コンクール

撮影　広報担当

今月の一枚

【景観部門　優秀賞】
「目覚める妖精たち」

撮影者　藤　江　健　一（岩手県一関市）

６６

ひがしなるせ

どろんこドッチボール
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